
Pick up

おごせ教育　５月２５日（土）、五月晴れの中、
運動会が行われました。『心を一つ
に勝利をつかめ！！』のスローガンの
もと、“熱血の赤”と“挑戦の青”の２色
に分かれて行いました。児童は、こ
れまでの練習の成果を十分に発揮
し、一生懸命に演技や競技に取り組
んでいました。

　５月１８日(土)に第7８回体育祭
を開催しました。「一色一彩　～絆
で青春を色彩どれ～」をスローガ
ンに掲げ、3年生が1・2年生を牽引
し、素晴らしい熱戦が繰り広げら
れました。

おごせっ子広場
　町内の小中学校や町の行事等
に参加する子供たちを写真で紹
介するコーナーです。

越 生 中 学 校

　５月２５日（土）に春季運動会を
開催しました。今年のスローガンは、
「協力・全力・集中し、白熱バトルで
高め合え！」でした。どの種目も全力
を出し切り、協力して心に残る運動
会にすることができました。

梅 園 小 学 校

越 生 小 学 校

ズームイン教育317

梅園小学校

か
し
こ
く

や
さ
し
く

た
く
ま
し
く

　
梅
園
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育
目

標
と
し
て
「
か
し
こ
く
　
や
さ
し

く
　
た
く
ま
し
く
」
を
掲
げ
、
全

職
員
一
丸
と
な
り
、
教
育
活
動
を

進
め
て
お
り
ま
す
。

「
か
し
こ
く
」
＝
学
力
の
向
上
と
自

立
す
る
力
の
育
成

１
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び

を
実
現
す
る
問
題
解
決
型
学
習
、

個
の
学
び
の
充
実
（
一
人
一
実

験
等
）

２
体
験
的
な
学
び
や
本
物
と
出
会

う
学
習
機
会
の
確
保
・
充
実

３
全
て
の
児
童
の
学
び
を
保
障
す

る
授
業
、
安
心
し
て
学
べ
る
学

習
環
境
づ
く
り
（
ペ
ア
、
グ
ル

ー
プ
等
）

４
学
ぶ
た
め
の
基
礎
・
基
本
の
力

の
育
成
及
び
家
庭
学
習
の
習
慣

化
５
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
外

国
語
教
育
の
充
実

「
や
さ
し
く
」
＝
豊
か
な
心
の
育
成

１
児
童
の
思
い
を
生
か
し
た
特
別

活
動
の
充
実

２
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
を
中
心

と
し
た
学
習
環
境
づ
く
り

３
心
を
豊
か
に
す
る
読
書
活
動
の

推
進

４
教
科
・
領
域
を
通
し
て
取
り
組

む
、
実
践
的
な
道
徳
教
育

５
豊
か
な
感
性
を
育
て
る
音
楽
活
動

６
「
あ
い
さ
つ
・
あ
し
も
と
・
あ

と
し
ま
つ
」
を
意
識
し
た
基
本

的
生
活
習
慣
の
確
立

「
た
く
ま
し
く
」
＝
た
く
ま
し
い

心
と
か
ら
だ
の
育
成
　

１
運
動
の
量
と
質
を
確
保
し
た
体

育
授
業
の
推
進

２
委
員
会
活
動
や
異
年
齢
集
団
を

生
か
し
た
運
動
習
慣
の
確
立

３
危
険
予
知
・
回
避
能
力
を
高
め

る
安
全
教
育

４
給
食
室
を
活
用
し
た
食
育
指
導

の
充
実

５
健
康
教
育
の
推
進

　
本
校
は
今
年
、
創
立
百
五
十
一

年
目
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で

の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

地
域
・
家
庭
と
連
携
を
図
り
、

子
供
達
が
安
心
し
て
楽
し
く
通

え
る
学
校
づ
く
り
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
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「渋沢平九郎昌忠戦闘之図」

　
慶け
い
お
う応
４
年（
１
８
６
８
）
５
月

23
日（
新
暦
７
月
12
日
）、
飯
能
戦

争
の
敗
残
兵（
渋
沢
平
九
郎
）
が
、

黒く
ろ
や
ま山
村（
大
字
黒
山
）
で
新
政
府

の
斥せ
っ
こ
う候
隊
に
遭
遇
し
、
奮
闘
後
自

刃
し
ま
し
た
。
負
傷
兵
の
治
療
に

当
っ
た
安や
す
ど戸
村（
現
東
秩
父
村
）

の
医
師
宮
崎
通つ
う
た
い泰
は
、
彼
ら
が
対

峙
し
た
兵
士
の
勇
敢
な
最
期
を
聴

き
、
兵
士
が
持
っ
て
い
た
辞
世
の

句
と
詩
を
書
き
添
え
た
絵
を
描
き

ま
し
た
。
こ
の
絵
は
畠
は
た
け
や
ま山
村（
現

深
谷
市
）
の
丸
橋
氏
に
伝
わ
り
、

明
治
23
年（
１
８
９
０
）
に
平
九

郎
の
兄
尾お
だ
か
じ
ゅ
ん
ち
ゅ
う

高
惇
忠
が
知
る
こ
と
と

な
り
、
惇
忠
は
絵
を
借
受
け
て
題

名
を
付
け
、一
文
を
寄
せ
ま
し
た
。

①
戦
闘
図

渋
沢
平
九
郎
昌
忠
戦
闘
之
図

昌
忠
時
年
二
十
有
二

　
惜
し
ま
る
る
と
き
ち
り
て
こ
そ

世
の
中
の
人
も
ひ
と
な
れ
花
も
は

な
な
れ

　
夏か
じ
つ
ゆ
う
よ
う

日
夕
陽
　
臨
渓
に
臨
み
て
氷
を
得
た
り

渓
得
氷

　
い
た
つづ

ら
に
身
は
く
ただ

さ
しじ

な

た
ら
ち
ね
の
国
の
た
め
に
と
生
き

に
し
も
の
を

②
戦
闘
図
之
記

［
印
］
／
渋
沢
平
九
郎
昌
忠
戦
闘

図
之
記
／
明
治
元
年
戊
辰
五
月

二
十
三
日
、
武
蔵
国
比
企
郡
安

戸
村
医
師
宮
崎
通
泰
と
云
ふ
人
、

官
軍
之
召
ニ
応
じ
入
間

郡
黒
山
村
ニ
至
り
、
軍

士
三
人
之
創
傷
を
治

す
。
而
し
こ
う
し
て
其
負
傷
の

由
を
問
へ
し
に
、
徳
川

脱
走
士
一
人
装
を
変
し

来
り
、
黒
山
村
途
上
ニ

官
軍
斥
候
士
三
人
に
逢

ふ
。
糺き
ゅ
う
も
ん問
せ
ら
れ
脱
す

へべ

か
ら
さざ

る
を
知
り
、

佩お
び

る
処
の
小
刀
を
抜
て

甲
の
一
人
を
斫は
つ

り
、
振

返
し
て
乙
の
一
人
に
傷

け
、
又
転
じ
て
丙
の
一

人
を
撃
ち
、
甲
は
斃た
お

れ
、

乙
丙
は
逃
れ
走
れ
り
。

脱
走
士
は
路
傍
の
磐
ば
ん
じ
ゃ
く石

に
踞き
ょ

し
、
屠と
ふ
く腹
し
て
死
せ
り
。
其

勇
武
歎た
ん
し
ょ
う
賞
す
へべ

し
と
云
ふ
。
乃
ち

其
状
を
図
し
又
其
懐
中
せ
し
歌
及

八
字
を
写
し
、
帰
途
男お
ぶ
す
ま衾
郡
畠
山

人
丸
橋
一
之
君
に
逢
ふ
。
君
之
を

乞
へ
得
て
家
に
蔵
し
人
に
示
し

話
し
て
歎
賞
す
。
十
有
余
年
の

後
、
榛は
ん
ざ
わ沢
郡
中な
か
ぜ瀬
村
人
斉
藤
喜
平

君
に
示
す
。
君
こ
れ
を
聞
き
嘆
し

て
曰
い
わ
く
、
噫あ

あ於
其
脱
走
士
ハ
郷
人
尾

高
平
九
郎
な
り
と
、
以
て
惇
忠
に

告つ

ぐく
。
惇
忠
今こ
ん
じ茲
六
月
丸
橋
君
に

邂
逅
し
、
当
時
の
情
況
を
聞
き
此

図
を
熟
観
し
感
慨
に
勝ま

す
。
之
を

記
し
て
返
す
。
平
九
郎
実
に
惇
忠

の
次
弟
に
し
て
渋
沢
栄
一
養
て
弟

と
せ
し
な
り
。
徳
川
幕
府
に
仕
へ

一
年
に
し
て
戊
辰
の
変
に
遭
遇

し
、
彰
義
隊
に
入
り
、
閏
四
月

二
十
八
日
江
戸
を
去
る
に
臨
ミ
、

紙
障
に
楽
（
人
の
楽
し
み
を
楽
し
む
者
は

人
之
楽
者
憂人
の
憂
い
を

人
之
憂憂
う

食人
の
食
を
く
ら
う
者
は

人
之
食
者
死人
の
事
に
死
す
）

人
之
事
と
書
し
て

出
づ
。
終
に
兆
と
な
り
し
な
り
／

明
治
二
十
三
年
七
月
武
蔵
榛
沢
郡

八や
つ
も
と基
村
大
字
下し
も
て
ば
か

手
計
人
藍ら
ん
こ
う香
主
人

尾
高
惇
忠
識
于こ
こ
に

仙（
仙
台
）怡
寓
居
／［
印
］

［
印
］

③
尾
高
惇
忠
礼
状

謹
啓
／
先
頃
は
寄
居
町
に
於
い
て

図
ら
ず
も
御
意
を
得
、取
込
み
中
、

旧
時
の
事
を
相
伺
い
、
且
つ
御
秘

蔵
の
物
を
拝
借
仕
り
、
そ
の
他
御

懇
話
下
さ
り
、
ま
た
謝
し
奉
り

候
。
右
拝
借
の
図
は
則
ち
拙
生
記

臆
の
概
略
、
尤
も
貴
君
御
所
蔵
の

理
由
を
記
し
返
上
仕
り
候
。
御
入

手
下
さ
る
べ
く
候
。
疾と
う

に
返
上
仕

る
べ
き
の
と
こ
ろ
、
親
姻
故
旧
に

見
せ
候
た
め
、
遂
に
今
日
に
到
り

候
次
第
御
宥ゆ
う
じ
ょ恕
下
さ
る
べ
く
候
。

親
姻
の
者
一
覧
皆
揮き
る
い涙
の
想
を
致

し
こ
れ
偏
ひ
と
え
に
貴
君
御
愛
護
下
さ
り

候
賜た
ま
も
のに
候
。
亡
弟
の
霊
九き
ゅ
う
せ
ん
泉
に
悦

び
候そ
う

ら
わ
ん
と
心
得
申
し
候
。
右

鳴め
い
し
ゃ謝
か
た
が
た
此
段
申
し
上
げ
候

也
／
明
治
二
十
三
年
十
月
十
八
日
　

仙
台
　
尾
高
惇
忠
／
丸
橋
一
之
君
　

机き

か下　※
新
字
体
に
改
め
、句
読
点
を
補
っ
た
。

　
　

①宮崎通泰「渋沢平九郎昌忠戦闘之図」（丸橋忠之氏所蔵）本紙外寸：21cm×18cm

②尾高惇忠「渋沢平九郎昌忠戦闘図之記」（丸橋忠之氏所蔵）

③尾高惇忠礼状（丸橋忠之氏所蔵）

渋沢平九郎（渋沢栄一の見立養子、旧姓：尾高）
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